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告示番号 14 疾患群 慢性呼吸器疾患 

疾病名 慢性肺疾患 

 

疾患概念 

本疾患は新生児期の呼吸障害が軽快した後、あるいはそれに引き

続いて、酸素吸入を必要とするような呼吸窮迫症状が日齢 28 を

超えて続くものである．肺に病変がない無呼吸発作、一過性に酸

素を必要とするが長期的な治療を必要としない肺炎などの急性

疾患は除外する。 

臨床症状 

<p>低酸素血症に加えて、多呼吸、陥没呼吸といった呼吸窮迫症

状が新生児期の呼吸障害に続発する場合や、呼吸障害が一旦軽快

した後に悪化する場合がある。いずれも酸素飽和度を適正範囲に

維持するために酸素吸入や陽圧補助が必要である</p> 

治 療 

「Minds 新生児慢性肺疾患の診療指針」参照 
（http://minds.jcqhc.or.jp/n/med/4/med0156/G0000577/0001） 

 


